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自
然
と
共
生
す
る
地
域
づ
く
り
I

江
川
地
区
の
区
画
整
理
事
業
が
断
念
さ
れ
た
こ
と
で
、
斜
面
林
等
も
含
め

た
約
90
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ビ
オ
ト
ー
プ
を
再
生
す
る
た
め
に
「
自
然
環
境
保
護

対
策
基
本
計
画
」
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
同
計
画
で
は
、
江
川
地
区
周

辺
に
生
息
す
る
貴
重
な
動
植
物
や
、
優
れ
た
里
山
環
境
を
保
全
し
、
さ
ら
に

持
続
的
に
利
活
用
す
る
た
め
の「
自
然
共
生
型
地
域
づ
く
り
」の
具
体
的
な
手

法
を
ま
と
め
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
貴
重
な
樹
林
地
を
保
護
す
る
た
め
に
、

「
野
田
市
貴
重
な
野
生
動
植
物
の
保
護
の
た
め
の
樹
林
地
の
保
全
に
関
す
る
条

例
」を
制
定
し
、平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
て
い
ま
す
。
条
例
に
よ
り
、

保
全
協
定
の
締
結
者
に
は
申
請
に
よ
り
、
樹
林
地
の
固
定
資
産
税
相
当
額
や

管
理
費
の
一
部
な
ど
の
助
成
を
行
い
、
樹
林
地
の
保
存
に
努
め
て
い
ま
す
。

江
川
地
区
の
ビ
オ
ト
ー
プ
整
備
計
画

基
本
方
針
で
は
、「
保
全
」「
管
理
」「
活

用
」
の
３
項
目
を
大
き
な
柱
と
し
て
、

（
1
）保
全
「
貴
重
な
動
植
物
や
優
れ
た

里
山
環
境
を
保
全
す
る
」
た
め
、
①
貴

重
な
動
植
物
の
生
育
・
生
息
環
境
に
つ

い
て
種
の
特
性
に
応
じ
た
保
護
を
図
る
、

②
多
様
性
に
富
む
里
山
の
保
全
方
法
と

保
全
の
た
め
の
土
地
担
保
方
策
を
模
索

す
る
、
③
水
域
の
水
質
向
上
や
構
造
改

■
ビ
オ
ト
ー
プ
整
備
の
た
め
の
　

基
本
計
画

善
を
図
り
自
然
の
も
つ
多
面

的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
、
④

利
根
運
河
で
つ
な
が
る
水
と

緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維

持
・
回
復
さ
せ
る
、
と
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、（
2
）管
理
「
持
続

可
能
な
自
然
共
生
型
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
」
た
め
、

①
土
地
区
画
整
理
事
業
の
中

止
に
伴
い
農
業
生
産
法
人
が

農
地
を
取
得
し
復
田
化
を
実

施
、
②
農
的
な
環
境
（
二
次

的
自
然
）の
維
持
・
管
理
を
市

民
参
加
に
よ
り
実
施
、
③
持

続
可
能
な
社
会
・
ま
ち
づ
く

り
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
の

施
策
を
展
開
す
る
、
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、（
3
）活
用
「
自
然
や
文
化

資
源
を
理
解
し
継
承
す
る
場
と
す
る
」

た
め
、
①
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を

設
け
自
然
を
活
か
し
た
環
境
学
習
の
拠

点
、
②
自
然
と
共
生
が
図
ら
れ
た
文
化

の
継
承
・
伝
統
産
業
の
担
い
手
を
育
成
、

③
世
代
を
越
え
、
人
と
人
、
人
と
地
域
、

人
と
自
然
が
交
流
す
る
施
設
を
設
け
る
、

と
し
て
い
ま
す
。

江川地区　自然共生地域づくりの進め方

農地の保全・管理

大谷津田　里山環境の保全・再生

緑地の保全

自然共生地域づくりの実現

農地の取得

水田ビオトープの創出

水田型市民農園の開設

生きものにやさしい
自然農法の実施

復田化、除草管理

斜面林の保全

基
本
計
画
に
沿
っ
て
里
山
環
境
を
保
全

里山の原風景が今なお残ります

田んぼの餌を狙うサシバ


